
第回日本国際工作機械見本市

　工作機械の世界四大見本市の一つ「第
回日本国際工作機械見本市（ＪＩＭＴＯＦ
２０１２）」が１日、東京・有明の東京ビ
ッグサイトで開幕する。高精度や高効率加
工、省エネルギー、コスト削減など加工ニ
ーズがより多様化し、厳しくなっている。
こうした中、出展各社から最新の製品・技
術が紹介される。進化するモノづくりを支
える技術の祭典を体感できる。入場料は当
日 円、前売（事前登録） 円。

生産性向上やモノづくり改革を実現する
最新の技術を体験できる（ 年に開催
された前回の工作機械見本市）

モ
ノ
づ
く
り
改
革
に
一
役

　「第 回日本国際工作機械見本市
（ＪＩＭＴＯＦ２０１２）」は初開催
から 周年を迎える。米国と欧州、中
国と並ぶ世界の四大工作機械展示会で
あり、最新の製品・技術提案が注目さ
れる。工作機械メーカー各社は超円高

や欧州の信用不安、中国の景気低迷に
直面する中で、顧客に最新設備への更
新を促す絶好の機会にする。日本工作
機械工業会の横山元彦会長（ジェイテ
クト会長）に聞いた。
（名古屋編集委員・山中久仁昭）
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横山元彦氏日本工作機械工業会会長最
新
技
術
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル

　
―
大
阪
で
第
１
回
を
開
い
て

か
ら
半
世
紀
が
た
ち
ま
す
。
日

本
の
工
作
機
械
産
業
も
様
変
わ

り
し
ま
し
た
ね
。

　
「
日
本
の
業
界
は
１
９
８
２

年
か
ら

年
ま
で

年
連
続
し

て
世
界
一
の
生
産
額
を
保
持
し

た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
を
受
け
て

年
に
は
首
位

を
中
国
に
明
け
渡
し
、
今
は
２

位
の
座
に
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ

Ｆ
で
は
メ
ー
カ
ー
各
社
が
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
小
型
化
、
知
能
化

な
ど
を
実
現
す
る
新
技
術
・
新

製
品
を
世
界
の
顧
客
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
」

　
―
国
内
で
開
く
展
示
会
と
あ

っ
て
、
全
体
の
３
割
に
と
ど
ま

る
内
需
を
ど
う
喚
起
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
「
日
本
経
済
に
は
先
行
き
不

透
明
感
が
あ
る
も
の
の
、
顧
客

に
は
、
設
備
さ
れ
て
か
ら
時
間

が
長
く
な
っ
た
工
作
機
械
を
更

新
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
動
機

付
け
を
す
る
。
潜
在
的
な
更
新

需
要
は
あ
っ
て
も
、
景
気
が
良

く
な
る
ま
で
投
資
を
先
送
り
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
顧
客
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
生
産

性
向
上
や
モ
ノ
づ
く
り
改
革
を

お
手
伝
い
し
た
い
」

　
―
米
国
の
工
作
機
械
受
注
は

堅
調
で
、
優
れ
た
機
械
が
他
国

の
競
争
力
を
強
く
す
る
と
考
え

る
と
悔
し
い
で
す
ね
。
日
本
で

は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
の
影
響
で
機
械
の
更
新
年
数

が
伸
び
て
い
る
と
の
説
が
あ
り

ま
す
。

　
「
米
国
で
機
械
の
若
返
り
、

日
本
で
高
齢
化
が
進
む
と
、
モ

ノ
づ
く
り
を
巡
る
競
争
力
に
差

が
生
じ
て
し
ま
う
。
日
本
の
自

動
車
・
部
品
メ
ー
カ
ー
の

年

３
月
期
の
設
備
投
資
額
は
当

初
、
前
期
比
プ
ラ
ス
を
計
画
し

て
い
た
が
、
投
資
の
実
施
に
期

待
す
る
。
今
後
、
投
資
先
と
し

て
新
興
国
が
増
え
た
と
し
て

も
、
工
作
機
械
が
日
本
を
支
え

る
製
造
業
に
不
可
欠
な
存
在
で

あ
り
続
け
る
」

　
―
日
中
間
の
軋

が
Ｊ
Ｉ
Ｍ

れ
き

あ
つ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　
「
工
作
機
械
は
生
産
活
動
に

必
要
な
設
備
材
だ
か
ら
、
消
費

財
の
よ
う
な
買
い
控
え
の
大
き

な
影
響
は
な
い
と
思
う
。
日
本

の
工
作
機
械
の
商
品
力
や
サ
ー

ビ
ス
力
は
確
か
で
、
日
中
間
で

は
長
年
、
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
る
。
た
だ
、
会
期
中
の
来
場

者
数
に
ど
れ
だ
け
影
響
が
出
る

か
を
注
視
し
て
い
る
」

　
―
人
材
確
保
や
産
学
連
携
を

視
野
に
入
れ
た
学
生
向
け
の
工

作
機
械
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
企
業
ト
ッ
プ
が
語
る
知
能

ロ
ボ
ッ
ト
の
話
か
ら
、
若
手
女

性
技
術
者
の
仕
事
の
魅
力
に
関

す
る
講
演
ま
で
多
彩
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
大
学
で
機
械
工
学
や

精
密
工
学
を
学
ぶ
人
が
減
っ
て

い
る
日
本
の
現
状
を
何
と
か
改

善
し
な
い
と
い
け
な
い
。
ド
イ

ツ
の
大
学
で
は
工
作
機
械
の
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
究
所
が
充

実
し
て
お
り
、
日
本
は
大
い
に

ド
イ
ツ
に
学
び
た
い
」

ＪＩＭＴＯＦ２０１２
１１月１日 （木曜日）
　　　（ ）
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